
西洋のオセアニア観 : フィールドからの手紙と器物 :
ジョージ・ブラウンと「肘掛け椅子の人類学者」

言語: ja

出版者: 

公開日: 2010-02-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 林, 勲男

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00003506URL



林 フ ィール ドか らの手紙 と器物

フィール ドか らの手紙 と器物

ジ ョー ジ ・ブ ラウ ソと 「肘掛 け椅 子 の人 類学 者」・

林 勲 男*

はじめに

1　 19世 紀 の南太平洋における宣教師の活

　　動

　1　 「高貴なる野蛮人」から 「子供」へ

　2　宣教師と博物学

皿　宣教師ジョージ ・ブラウソ

　1ブ ラウソの生涯

　2　博物学への関心

　3　 ヒューゲルとの出会い

皿　博物学から人類学へ

　1　民族誌標本の収集

　2英 国人類学 とブラウン

おわ りに

は じ め に

　 いわゆ る 「肘掛け椅子 の人類学者」 が,旅 行家や植民地行政官そ して宣教師な どを

つ うじて,世 界各地の文化 に関す るデータを収集 していた ことは,人 類学史め常識 と

な っている。 しか しデ ータ提供者であ った 「現場 の人び と」(men　 on　the　spot)の 収

集活動 と,彼 らの人類学 に対す る姿勢及 び視点につ いては,こ れ まであま り研 究 され

て こなか った1も その主た る理 由として,人 類学者は データを収集 して送 って きた人

物 について,著 書や論文,講 演 の中で触れ る ことはほ とん どな く,ま たデ ータ提供者

も,そ の記録をほ とん ど残 さなか った とい う事実があ る。

　本稿では,当 時のデータ提供者の一人 として,19世 紀 後半 か ら今世紀初頭にオセア

ニ ア で 活 躍 した メ ソ ジ ス ト教 会 宣 教 師 ジ ョー ジ ・ブ ラ ウ ンGeorge　 Brown

(1835-1917)を 取 り上げ る。彼 はエ ドワー ド ・タイ ラーEdward　 Tylorや ジ ェー ム
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ズ ・フ レーザ ーJames　 G.　Frazerら に オセアニアの人 びとの器物 を送 り,手 紙のや り

取 りなどを通 じて民族誌デ ータを提供 していた。 しか し,ブ ラウンは単 なるデータ提

供者 に留 まることな く,地 理学や人類学 の学術雑誌 に論文を寄稿 し,学 会 で も研究を

発表 していた。 さらに,1886年 の英 国 ・アイル ラン ド人類学会において,プ ラウソの

研究発表の原稿 は,オ ックス フォー ド大学附属博物館 の館長に就 任 して間 もない タイ

ラーが代読 している。

　当初,ブ ラウソがサ モア諸島で布教活動を始めた頃,彼 の関心 事は鳥類 を中心 とし

た 自然誌であ り,1880年 前 後か ら彼 は関心の対象を宗教を含めた民族誌 の領域に移行

させ ていった。そ して これ以降,ブ ラウン自身は 「骨董品/珍 品」(curios)と 呼 んで

いた民族資料 を精 力的 に収集 し始める。 この小論の 目的は,彼 の関心の移行 プ ロセス

を追 うとともに,英 国人類学の黎 明期 に,オ セア ニアで活動 したひ と りの宣教師が民

族誌 データの提供 を通 じて,「 肘掛 け椅子 の人類学者 」 とどの よ うな関わ りを持 って

いたかを具体 的に明らかにす ることである。

　 ジ ョージ ・プラウ ソに関す る資料は,当 時のデ ータ提供者 の中では例外的 に多 く

残 ってお り,管 理 も十分 にな されて いる。 ブラウソは生前 に 自伝(1908)と 民 族誌

(1910)を 著 わ してお り,彼 の 日誌 と書簡が オース トラ リアの ニュー ・サ ウス ・ウ ェー

ル ズ州立 ミッチ ェル図書館 に保管 されて いる。 また,彼 が撮影 した約900枚 の ガ ラス

乾板が,同 じくシ ドニーにあ るオース トラ リア博物館 に収蔵 され ている。 さらに,彼

が南太平洋の島 じまで布教活動 に従事 していた当時 に収集 した 自然誌標本は,英 国,

オ ース トラ リア,ニ ュージーラン ドの博物館や大学 に保管 されてお り,民 族誌標本の

ほ とん どはジ ョージ ・ブラウン ・コレクシ ョソとして国立民族学博物館が所蔵 してい

る(石 森1999a;石 森 ・林1999)。

1　 19世紀の南太平洋における宣教師の活動

1　 「高貴なる野蛮人」か ら 「子供」へ

　南太平洋 でのキ リス ト教 の伝道活動 をいち早 く開始 した ロン ドソ伝道協会(Lon-

don　 Missionary　 Society,以 下 ではLM.S.と 記 す)2)は,19世 紀 にはいる とr布 教

のス ケ ッチ』 とい うパ ンフ レッ トの定期刊行を始めてい る。 これ は協会員 と協会活動

の支持者 に向けて,海 外 での宣教活動の進 展状況を伝え ることを 目的 として始 ま った

ものである。パ ンフ レッ トには図版 も頻繁に掲載 され,先 住民 に よる儀礼,「 偶像」,
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら
キ リス ト教を受け入れた住民の姿や,「偶像」を火中に投げ込む住民の姿などが紹介

された。

　やがてLM.S.の こうした出版物以外に,布 教地に赴任した宣教師みずからが執筆

した書物が出版されるようにな り,そ うした書物は,当 時の布教地の様子を知 る貴重

な資料 となった。 しかし,た とえばジョン ・ウィリアムズJohn　 Williamsの 『南海

諸島の布教事業物語』(1837)な どは,LM.S.の 活動を支持する読者を対象に,太

平洋における伝道活動を強 くアピールすることを目的 としていたため,撲 滅すべき異

教の文化に対する偏見が強 く現れていた。さらに,ウ ィリアムズは数多くの 「偶像」

をキリス ト教布教の成果 として収集し,ロ ソ ドソの本部へ送っていた。すなわち,キ

リス ト教が先住民に野蛮性(heathenism)を 放棄 させた証拠物として 「偶像」を取 り

扱 うことで,こ れ らの 「偶像」に新たな意味を付与 したのであった(Edmond　 l997:

114)3も

　 19世紀前半当時,ジ ェームズ ・クックJames　 Cookの 航海の関連書籍を含め,一

般向けに出版されていた南太平洋に関する書物の挿 し絵では,18世 紀末に形成 された

南太平洋の 「高貴なる野蛮人」像はすでに姿を消し,南 海の 「野蛮人」の暴力的で粗

野な側面が強調されたものとなっていた(Smith　 l985:317-324)。 しかしながら,宣

教師にとって,南 太平洋の島々の住民は暴力的で粗野ではあるが,決 して敬遠すべき

存在ではなく,西 洋人 と同じ人間性を持ち,神 の恩寵を待つ存在と考えられていた。

彼らは高度な文明の祝福を待つ従順な人びと,あ るいは,成 長と共に社会化されるで

あろう子供の姿 として捉えられていた。子供と同様に,彼 らも成長し,成 熟 し,そ し

て文 明化 され る と考 え られ たのであ る(Edmond　 1997:110-112;Thomas　 l994:

133)。 しかし見過 ごしてはならない重要な点は,南 太平洋の住民は成長し,文 明化さ

れてゆく存在ではあるが,自 身の力でそれを成 し遂げることはできず,万 人の父であ

る神の導きが必要だと,宣 教師たちは捉えていた ことである(林1999a)。

2　宣教師と博物学

南太平 洋でのキ リス ト教の伝道活動が徐 々に成功 をお さめ るにつれ,1820年 代 か ら

1830年 代 にかけて,博 物収集家たちが ヨー ロッパか ら海軍軍人や探検 家などとともに

島 じまを訪 れ るようになる。そ して彼 らの多 くが,現 地 で布教に従事 していた宣教師

を頼 って収集活動 をお こなっていたのである。

　 1820年 代 後 半に英 国か らオセ アニアへや って来た博物収 集家に,サ ミュエル ・ス

タッチバ ー リSamuel　 Stutchburyと ビ ュー ・カ ミングHugh　 Cumingが い た。二人 と
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も後 に 『種 の起源』を発表 す るチ ャールズ ・ダーウィソCharles　 Darwinに デ ータを

提供 し,彼 の研究の発展 に貢献 した人物である。 スタ ッチバ ー リは,1825年 に真珠採

集船 に乗 り,南 太平洋で多数 の貝を採集 している。そ の採集の際,彼 は各地で宣 教師

を訪ねてい る。 ソサ エテ ィ諸 島では,チ ャール ズ ・バ ー フCharles　 Barff(フ ア ヒネ

島)や チ ャールズ ・ウィル ソソCharles　 Wilson(タ ヒチ島),そ して ジ ョン ・ウ ィリ

アムズ(ラ イアテア島)らL.M.S.の 宣 教師たちに,現 地 での助手や通訳 を手配 して

もらっていた。 カ ミソグもまた,1827年 に ソサエテ ィ諸 島,オ ース トラル諸 島,ト ゥ

アモ トゥ諸 島で貝類を中心 とした収集を実施 しているが,こ の時に,ソ サエテ ィ諸 島

の宣教師バー フは通訳を務め,潜 水夫 の手配 もしている。 また,ウ ィル ソソも潜水夫

や案 内人 の世話 を していた(Gunson　 l994:288-291)。 この よ うに,南 太平洋 の島々

でキ リス ト教の布教活動 に従事 していた宣教師たちは,博 物収集家たちに現地 の様 々

な情報を提供 し,収 集活動 の援助を していた のであ る。

　 しか しなが ら,博 物収集家た ちの標 本採集調査が,現 地の宣教 師の協力に負 うとこ

ろが大 きか ったに もかかわ らず,そ の事実 を含めて収集活動 の実情が学者たちに よっ

て言 明され ることはほ とん どなか った。そ して19世 紀中頃か らは,宣 教師の中には動

植物 だけ でな く現地の言語,さ らには民族誌 データを採集 し,英 国本 国の研究者に情

報 を提供す る者 も現れて きた。人類学の分野 では,こ うした宣教師たちが送 った情報

の受け手 こそ,「 肘掛 け椅子 の人類学者」 と呼ぼれる人たちであ った。 しか し,デ ー

タの提供 を受けた人類学 者たちは,そ うしたデータの入手経路については研究 の中で

はほ とん ど言及 しなか った。宣教 師自身が書 き残 した 日誌や書簡類だけが,赴 任地 で

のデ ータ収集活動 と本国の学者 との関係を如実に語 る ものであ り,そ こか ら我 々は,

彼 らの具体的な協力 の様子や,彼 らの持 っていた知識 の一端 を知 ることがで きるので

ある。

Ⅱ　 宣 教 師 ジ ョー ジ ・ブ ラ ウ ン

1ブ ラ ウソの生涯4)

　ジ ョージ ・ブラウソは,1835年 に イ ソグラン ドの北東海 岸の港町・ミーナー ド ・キ ャ

スルに生 まれた。20歳 の時,彼 は当時英国の植民地であ った ニュージーラソ ドへ渡 っ

た。 この とき彼には確固た る目的があ ったわけでは ない。 ニュージー ラン ドへの入植

者が多 く乗 った船には,宣 教師 の一団 も乗船 していた。 ブラウンは航海中に彼 らが催
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していた聖書の読書会 とマオ リ語 の授業に参 加 している。

　 ニュージーラ ソ ドに到着す る と,ブ ラウソは北 島東部 のオネハ ンガに住む メソジス

ト教会 の牧師を務め る伯 父の元 に身を寄せた。そ して,そ の伯父の助言 に従い,オ ー

クラン ドの ウェズ リー ・カ レッジで神学を学ぶ よ うになる。やがてブ ラウソは,フ ィ

ジー諸 島で宣教師 として布 教活動 に携わ るこ とを希望 し,1860年,オ ース トラ リアの

シ ドニーで開催 された オース トラレー シア ・メ ソジス ト伝道協 会(Australasia　 Wes-

1eyan　Methodist　 Missionary　 Society)の 本 部会議で,宣 教師 とな ることが正式 に認め

られた。

　 そ して,ブ ラウンは,ニ ュージーラン ドの ワイ ソガロの牧 師の娘 と結婚 し,新 妻 を

伴 って最初の伝道地 へ向か う。それは当初希望 していた フィジー諸島ではな く,サ モ

ア諸 島であ った。 ブラウンはサ モア諸島での伝道 の傍 ら,サ モア語の もつ微妙な表現

に強 い関心を抱 き,言 語 の習得 に努め ると同時に,様 々な自然誌標本 の収集に も努力

した。ブ ラウンは,14年 間 サモア諸 島で布教活動 に従事 した後,家 族を いったん ニュー

ジーラン ドに送 り届け,次 の伝道地 であ る ビスマ ーク諸 島へ赴 く。彼 は シ ドニーか ら

ビスマー ク諸 島への旅の途 中,先 ず フ ィジー諸島に寄 って9名 の フィジー人牧師を,

次 いでサモア諸 島で2名 のサモ ア人牧師を選抜 し,彼 らと共 に1874年 に ニューブ リテ

ソ島 とニューアイル ラソ ド島 の中間に位 置す るデ ューク ・オ ブ ・ヨー ク諸 島の ポー

ト・ハ ソターに宣教 の拠点を築 く。

　 ところが1878年4月,フ ィジー人牧師の うち4名 が,ニ ューブ リテン島の ブランシェ

湾 内陸部で殺害 される事件が起 きた。 ブラウンは西洋人商人たち と協議の上,銃 で武

装 した追討団を組織 し,宣 教師殺害に加担 した集落を襲撃 して家屋 に放火 し,数 多 く

の人命 を奪 った。 この報復行為 は,虐 殺事件 としてオース トラ リアではマスコ ミも取

り上 げ,伝 道協会本部内で もプ ラウソへの批判が起 こる。 しか し事件 の調査にあた っ

た フィジ ーの検察は ブラウソを起訴せず,裁 判が行われ るこ とはなか った。

　 赴任 してか ら7年 後の1881年,ブ ラウソは シ ドニーにある本部 へ呼ばれ,伝 道協会

の要職を歴任す る。 また,1884年 か ら3年 間はアメ リカ合衆 国と英国を訪れ,各 地で

の講演会や メソジス ト教会 の総会への出席 な どの職務を こな した。オ ース トラリアへ

帰 国後は,伝 道協会 の太平洋地域での宣教活動 の最高責任者 とな り,ト ンガ王 国にお

ける紛争 の調停,英 領 ニューギニアの東部 地域や ソロモン諸島での伝道拠点の建設 に

も尽 力 した。

　 ブラウンは1908年 に は 自伝 を著 し,1910年 に は メラネシアとポ リネ シアの文化比較

民族誌 を出版 してい る。 まだ,彼 は布教活動に従事 していた当時 か ら博物収集家 とし
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て も知 られ,1917年 に 彼 が亡 くな った と きには,自 宅に南 太平 洋 の島 々で集 めた

3,000点 を超す民族誌標本資料が残 されていた。これ らが,今 日ジ ョージ ・ブラウン ・

コレクシ ョンとして世界的 に注 目されている民族資料 とな っている。

2　博物学への関心

　 約20年 間にわた る島々での伝道活動は,ブ ラウンを博物学へ の関心に 目覚 めさせた。

最初の赴任地のサモア諸 島では,彼 の関心事は鳥類,と りわけオオハシバ ト(Didun-

culus　Strigirostrts)に あ った。それ とい うの も,こ の鳥は1839年 に初 めて記録 された

ばか りで,オ レンジ色 の大 きな鉤状の喀 をもつ外見,サ モア諸 島のサ ヴ ァイイ島 とウ

ポル島に限 られ る生息地,原 産地不明などの点か ら,当 時,多 くの鳥類学者 たちの注

目を集めていたか らである。

　 1863年,ブ ラウソは トゥフ地方の首長 ラ ヴェラヴェか ら1羽 の オオハ シバ トを生 き

たまま受け取 ることに成功 し,そ れをシ ドニー経 由で ロン ドソへ送 ることを試 みた。

ところが,こ の鳥を乗 せた船 には,偶 然に もサ モアの英国領 事 ウィ リア ムズWi1-

liamsが 乗 り合わせ てお り,彼 は シ ドニーに到着す るとこの鳥をオース トラ リア博物

館 のジ ョージ ・ベネ ッ トGeorge　 Bennettへ 渡 して しま う。す る とべネ ッ トは この貴

重 なオオハ シバ トを 自分か らの寄贈資料 と して ロン ドンの動物 学協会へ と送 って し

ま ったのである窺 資料提供 について ブラウンの許可 もなけれぽ,彼 の名前す ら言及

され ることもなか った のである(Fletcher　 l　944:108-110)。 しか し,ブ ラウソの博物

資料収集への情熱 と各分野への貢献は,そ の後 も決 して衰え ることはなか った。彼 は,

サ モア諸島で採集 した数多 くの 自然誌標本を,ニ ュージーラン ドやオース トラ リアの

博物館や知人に送 ってい る(Brown　 to　Day,15　 Nov.1871;Brown　 to　Firth,30　 Aug.

1870,20July　 1871,10　 Nov.1871)。 当 時 ブラウンが,い か に自然誌標本の採集に熱

心 であったかは,ブ ラウンの後継者である宣教 師ダ ンクスBenjamin　 Danks6)が 収 集

家 クライ ンシュ ミッ トKleinschmidt7)か ら 聞いた話 として,次 の ように紹介 してい
'
る。

　「クライ ンシュミッ トが語 るところに よる と,シ ドニーや クックタウンそれに他の と

ころで も,我 々の宣教団の評判は非常に よくない。我 々が交 易を行い,も っとも価値

のあ る珍 品を手に入れるために信徒を利用 している,と 一般 に思われてい る。 ブラウ

ン氏は ニューブ リテ ン島民 の魂 よ りも,新 種 の蛇や鳥,昆 虫 に自分の名前が付 け られ

ることのほ うに関心を抱 いているのは確かだ,と 彼(ク ライ ンシ ュミッ ト)は 言 う。

・・(中 略)… ブラウソ氏 は博物学者のため に新天地を切 り開いただけでな く
,重 要 な
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発見 も数多 くした。 そのために彼は羨 まれ たのである」(Deane　 1933:76)

　 1874年7月,サ モ ア諸 島での14年 間の伝道活動 を終 えて シ ドニーへ帰 る途中,ブ ラ

ウンは フィジー諸島で英国王立学術協会(the　 Royal　 Society)か ら派遣 された学 者た

ちの調査 隊 と出会 う。一行を率 いていたのは,エ デ ィンバ ラ大学博物学教授の トム ソ

ソWyvill　 Thomsonで あ った。 ブラウソは長時 間にわた りトムソソと情報交換を し,

サ モ ア諸島で 自分 が採集 した 自然誌標本 の一部を トム ソソに譲 り渡 している(Brown

Journal,31　 July　l　874)。 この経験 に よって ブラウンは,さ らに研究心 をあお られた

もの と思われ る。 しか しなが ら,ト ム ソソは調査報告書の中でこれ らの標本の 出所を

明 らかに す る ことは なか った し,ブ ラ ウ ンとの交 流 もそ の後 は絶 え てな か った

(Fletcher　 1944:106-107)。 オ オハ シ・ミトの件 と同様 に,ト ムソソへ 自然誌 の情 報を

与 え,な おかつ 自分 の標本 の一部を譲 った こ とを,も しブラウソが 日誌の中に記録 し

ていなか ったな ら,他 の多 くの宣教 師に よる学老への貢献 と同様 に,こ の協 力関係 は

永遠 に知 られ ない ままであ った可能性 は高 い。

　 サ モア諸島におけ るブ ラウンの活動 で,注 目してお くべ きことは,サ モア語修得 の

ための彼 の努力であろ う。なるべ く英語 を使わず,サ モア語を用い,サ モア語 の聖書

か ら自分が よく知 ってい る節 を暗記 し,大 声 で繰 り返 し唱えた。毎 日の朝食の後,道

端 に座 って人 び ととの会話の時間を持 った り,数 日間ボー トで出かけ る場合には,英

語が全 く話せ ない者を伴 って行 った。そ して,着 任 の8週 間後には 日曜 日の礼拝をす

べてサモア語 でおこなえ るまでになった。サモ ア語 が上達す るに従 って,ブ ラウ ソは

この言 語の持 つ表現 の豊 か さにさ らに興味 をか き立 て られ てい った(Brown　 1908:

31-34)。 ブ ラウンの この言語能力は,後 に彼が オセ アニアの民族誌を論 じ.るとき,大

きな 自信を与 え ると同時 に,彼 の研究 の評価を支え るもとの もなった。

3　 ヒ ュー ゲル との 出会 い

　サ モア諸島での布教活動を終 えた後,ブ ラウソは ビスマ ーク諸 島での布教を開始す

るための募金の 目的で,1874年 にオ ース トラ リア南東部 とニュージーラソ ドの諸都市

をまわ る講演 の旅をお こな っている。彼 は この時,訪 れた土地の博物館や図書館,そ

して植物 園を精 力的 に訪ね 関係者に会 うこ とで,ま す ます博物学 へ の関心を深 めて

い った と考 え られ る。た とえば メル ボル ンでは ヴィク トリア植物園の前 園長で,政 府

おかかえの植物学者 フェルデ ィナ ソ ド・フ ォン ・ミュラーFerdinand　 von　Mueller　 eご

面会 してい る(Brown　 Journal,270ct.1874,280ct.1874,290ct,1874)8、 また

オース トラ リア博物館で オース トラ リア人 と しての最初 の館長 となったエ ドワー ド・
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ラムゼイEdward　 Ramsay(在 職1874-1894)と も,こ の時 に面識 を得 ていた可能性

は高い。なぜ な らブ ラウンは翌年に ビスマーク諸 島に到着す るやいなや,鳥 類学者の

ラムゼイに標本資料 を送 ってい るか らである(Brown　 to　Ramsay,3Sept.1875;Stra-

han　et　at.1979:37-38)。 そ して,1874年12月,ブ ラウソは太平 洋地域 を旅 行 してい

た若 き博物 学者 アナ トール ・フ ォン ・ヒ ューゲルAnatole　 von　 HUgelと,メ ルボル

ソか らニュージー ラソ ド南島の南端 にある港町 ブラ ッフまでの旅を ともにす る。 これ

をきっかけに ブラウ・ンは,ビ スマ ーク諸 島へ 同行 したい とい うヒューゲルの申 し出を

受け ることにな った(Brown　 to　Chapman,28　 Jan.1875)9も

　 ブラウソは ビスマー ク諸島における布教のための要員 を募 る 目的で,1875年4月27

日に シ ドニーを出航 し,先 ず フ ィジー諸 島に 向か った。 そのジ ョソ ・ウェズ リー号 に

は,ヒ ューゲル と彼 の2人 の助手,さ らには,4年 間のオース トラ リア滞在 を終 えて

フ ィジー諸 島 に帰 る ロ リマ ー ・フ ァイ ソ ン牧 師Lorimer　 Fisonも 乗 船 して いた

(Brown　 1908:71)。 当 時の フ ィジー諸 島は,彼 らが到着す る7ヵ 月前に,英 国の植民

地 となったぼか りであ った。

　 ヒューゲルはブ ラウソ同様に鳥類標本 を収集 していたため,そ の点でお互 い意気投

合 したのか もしれ ない。しか しヒューゲルは,自 然誌 と民族誌 の標本の収集家 で もあっ

た父親の影響 もあ り,彼 自身 も民族誌標本の収集に も情熱を傾けていた。 そ して彼 の

収集方法は,当 時 の宣教師や入植者 たちが単に 「未 開」や 「野蛮」を表象す る 「骨董

品/珍 品」(curiOS)と して民族誌 標本 を収 集 していた の とは大 き く異 な っていた。

ヒューゲルは収集品 の現地名,材 料,交 易品 としての重要性 なども入念 に記録 してい

た のであ る。 当時 のフ ィジー諸島の入植者た ちの中に も,現 地の物質文化 に興味 を持

ち,住 まいの居間 に数点の コ レクシ ョソを飾 っている者 もいたが,彼 らのほ とん どの

収集品は武器や 「食 人用 フォーク」な ど,い か に も 「Cannibal　Feeje」 を 表象す るも

のであ った10も それに対 して ヒューゲルは,日 用品や装飾品,武 器 な ど生活の様 々な

場面 で使用 されていた ものを,広 範囲にわた って収集 す ることに努め ていた(Tho-

mas　 1991:164--170)。 ヒ ューゲルは また,ラ ボ ックJohn　 Lubbockや タイ ラーが最新

の研究の中で,言 語学や民族学のデータを物 質文化 と関連 させて,有 史以前の人類 の

生活を論 じていた ことも詳 しく知 っていた11も

　 メルボル ソか らニ ュージーラン ドのブラ ッフまで,そ して シ ドニーか らフ ィジー諸

島 までの船旅 を共にす る中で,ブ ラウソとヒュー ゲルは 自然誌や民族誌 に関す る知識

や情報 を交換 したのであろ う。この間に当時 の学問の動 向について,ブ ラウンは ヒュー

ゲルか ら多大な刺激を受けたのではないだろ うか。 フィジー諸島到着後,ブ ラウンは
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ビス マー ク諸 島で の布教活動 のための要員 を募 ることに奔走 していたが,そ れ で も

ヒ ューゲルを近 隣の島を訪ね る小旅行に誘 ってい る(Brown　 to　von　HUgel,7June

1875)。

　 しか し,ヒ ューゲル とブラウンら宣教師た ち との関係は,常 に良好 な もので もなか っ

た よ うであ る。 ブラウソは妻への手紙の中で 「(ヒューゲル)一 行 が我 々に同行 しな

い ことを願 っている。彼(ヒ ューゲル)は フ ァイ ソン氏 と口論 とな った。我 々に とっ

て彼は苦労 の種 となるのではないか と心配 してい る」(G.Brown　 to　L.　Brown,24　 May

1875)と 書 き,さ らにその3週 間後には 「ヒューゲル男爵を好 きになれ ない。彼はつ

ま らな い男で あ り,嫌 な性格 の持 ち主 であ る」(G.Brown　 to　L.　Brown,13　 June

1875)と ま で書 き しるしている。

　 ビスマー ク諸 島へ向けて出発す る前 日,ヒ ューゲルは体調 が思わ しくないため,フ ィ

ジー諸島に留まることを ブラウンに伝えた(Brown　 to　Chapman,14　 June　 1875)。 し

か しヒ ューゲルの鳥類標本 の採集を担当 していた助手 クッカエルCockerellと 写 真家

ウ ォル ターCharles　 Walterは,翌 日,ウ ェズ リー号に乗船 し,ヒ ュー ゲル と別 れて

ブラウソたち と共 にフ ィジー諸 島を後に した。新たな赴任地での布教活動 の忙 しさを

思 ってか,ブ ラウソは ク ヅカエルが鳥類標本の製作を手伝 って くれ ることと,ウ ォル

ターか ら写 真技術 を学べ ることを喜 んでいた(Brown　 to　Buddle,30　 June　l　875)12も9

名 の フ ィジー人牧 師 と,途 中で さらにサ モア諸島か ら2名 のサ モア人教 師が合流 し,

一 行は ビスマー ク諸 島へ向か った
。

皿　博物学から人類学へ

1民 族誌標本の収集

　 ブラ ウソー行はサキア諸島を経 由 して,1875年8月 に新た な伝道基地 となるデ ュー

ク ・オブ ・ヨーク諸島のポー ト・ハ ンターに上陸す る。 デ ュー ク ・オブ ・ヨー ク諸島

は,ニ ューブ リテ ソ島とニューアイル ラン ド島の間にある小 さな島 々か ら構成 されて

いる。 ジ ョン ・ウェズ リー号が シ ドニーに向け て出航するまでの3週 間の間,ブ ラウ

ソは博物標本の採集を精力的にお こな った。 ロソ ドソの王立動物学協会の事務局長 ス

ク レイター宛には,航 海途 中で集めたオオハ シバ ト3羽,オ ウム2羽,大 型 のオ ウム

1羽,鳩2羽,そ れ に ヒクイ ドリ2羽 を船 に積 み込み(Brown　 to　Sclater,5Sept.

1875),オ ー ス トラ リア博物館館長 ラムゼイ宛 には,リ ュウケ ツジ ュ属や クロ トソノ
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キ属な どの植物標本を荷箱1個 分送 ってい る(Brown　 to　Ramsay,3Sept.1875)。

　 ブラウンの最初 の1ヵ 月は,ほ とんど島民 との物 々交換に充て られ た と言 って も過

言ではない。彼が こ うした物 々交換に使用 していた のは,ビ ーズや針,手 斧,ナ イ フ,

布 地な どである。 ブラウソの収集活動を見てみ よう。 ブラウンは 自伝 の中で,2種 類

の民族誌標本資料 についてだけ,収 集の様子について詳細に述べてい る。一つは 「人

骨を付けた槍」であ り,も う一つは石灰石像(κ ψ ρ)で,共 に ニューアイル ラン ド

島の ものである。

　 ニューアイルラン ド島を初め て訪れた とき,一 行 は海岸で武装 した男た ち と遭遇す

る。その時,ブ ラウンは男た ちに歩み寄 り,彼 らが手 に していた槍や その他の ものを

物 々交換 した。 こ うして入手 した槍のほ とん どの一端には,「 人 間の脚あ るいは腕 の

骨」が付 いてお り,通 訳 に尋ね る と,こ れ らの骨 は沿岸部の住民 と内陸部 の住民の戦

争の結果,食 人がお こなわれ,残 った骨を槍 に使用 してい ることが解 った。 この時に

集めた槍 はポ ー ト・ハ ソタ ーへ帰 る船 か ら海中 に落 として紛失 して しま う(Brown

1908:125;Brown　 Journal,250ct.1875)。 しか し,彼 はその後,一 端に骨を使 用 し

た 同様 の槍 を数 多 く収集 してお り,国 立民族学博物 館が所蔵す るジ ョージ ・ブ ラウ

ン ・コレクシ ョソに もこの種 の槍が42本 含 まれ ている13も

　 ニューアイル ラソ ド島のカ リル とい う村 で,長 老た ちは村の近 くにある楕 円形に囲

いを巡 らした場所に ブラウソた ちを連れてい った。そ こは女性や子供 に とっては,禁

制 の場所 であった。その中の端 の方に大 きな家屋があ り,内 部 には男女を現 した2体

の石灰石像が置かれていた。 また,こ この人び とは住居の中に,よ り小さな石灰石像

を置いていた。 ブラウソは大型の石像を何体 か買 い取 ることに した。 しか し運び出す

には,女 性や子供の 目に触れぬ よ うに,夜 間にそ っと村人 とともに実行に移 さねばな

らなかった(Brown　 1908:127-128)14も

　 同 じ頃,ブ ラウンは 自分 の コレクシ ョソの対象 として,ビ スマー ク諸島での民族誌

標本 の収集を開始 した と思われ る。オー クラソ ドに住 む妻 に宛 てて 「槍 と棍棒一束 と

雑貨」 の入 った荷箱を送 り,そ の うちの フィジー諸島の棍棒2本 と,束 にな っている

棍 棒 と槍 の中か ら最 良の もの4,5本 は 残 してお くよ うに と手 紙 で指示 してい る

(G.Brown　 to　L.　Brown,22　 Aug.1875)。

　 標本資料を収集 し博物館な どに寄贈す る以外に も,博 物館か らの依頼を受け て収集

す ることもあ った。た とえば オース トラ リア博物館か らも収集の依頼を受けたが,そ

の背景 には次の ような事情があ った。1879年 か ら1880年 にかけて開催 されたシ ドニー

博覧会には,当 時 オース トラ リア博物館が所蔵 していた標本資料が展示 された。 とこ
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うが1882年9月22日 の夜,火 事が発生 したのである。博覧会は1880年4月 に閉幕 して

いたが,会 場 とな ったガーデ ン ・パ レスに博物館 の民族誌標本 と工業技術に関す る資

料 がその まま保管 され ていた のである。 ガ ーデ ン ・パ レスは全焼 し,約2,000点 の 民

族誌標 本 もすべて灰 とな って しまった。 これ に よ り館長 の ラムゼイは,翌 年,829ポ

ン ドを民族標本資料の購入 に充 てたのだが,こ の時,収 集を依頼 された一人に ブラウ

ソがいたのである。彼は,ニ ューアイル ラソ ド島の石灰石像,ニ ュー ブ リテソ島の槍

40本,ニ ューアイル ラン ド島の槍100本 を 収集 し,オ ース トラ リア博物 館へ送 って い

る。

　 当時,博 物館 のキ ュレーターや人類学者は,コ レクシ ョンの欠落部分を補 った り,

理 論を構築するための実証的資料 として,民 族誌標本資料を入手す るか少な くともそ

の情報を探 し求めていた。19世 紀の後半 には,多 くの 自然科学者が南太平洋や他 の地

域で収集調査を実施す るよ うに なっていたが,人 類学者は,そ うした 自然科学者 よ り

も,長 期間にわた って現地 に滞在 し,現 地語 を習得 し,人 び との生活 と深い関わ りを

持 っていた宣教師に よ り強 い信頼を置いていた(Stocking　 1987:79)。

　 ビスマー ク諸島到着後 ま もな く,ブ ラウンはオ ース トラリア博物館 の ラムゼイ宛て

に植物標本を送 った ことはす でに述べたが,1876年 に は,オ ークラソ ド博物館へ蝶や

貝殻,魚 類,ト カゲな どの100点 を超す 自然誌 標本資料 に加えて,約70点 の 民族誌標

本資料を も寄贈 してい る(Auckland　 Museum　 l　876)。 また彼 自身,1877年2月 に王

立イ ングラソ ド地理学会,同 年5月 には王立 タスマニア学術協会,さ らに,会 員 となっ

た時期は不明であ るがナース トラ リア学術振興協会の会員 とな って15),自 然 誌標本や

民族誌標 本を,そ れぞれの機関や親交 のあった会員へ寄贈 していた。 また,オ ー クラ

ン ド博物館 キ ュレーターのチーズマ ンThomas　 Frederic　Cheeseman16)へ は,人 間 の

頭骨の前面部 に粘土 と樹脂を塗 りつけて作 ったニ ューブ リテ ン島の仮面(lorr)を 贈 っ

ている(Brown　 to　Cheeseman,9Sept.1878)。 同様 の仮面は王立 タスマニア学 術協会

に対 しても5個 を寄贈 している(Certificate　 from　Royal　Society　of　Tasmania,　 dated　26

May　 l879)。

　 この頃 よ りブラウソは,積 極的 に民族誌標 本資料 と手紙を博物 館や大学な どの研究

者に送 り届 けている。そ して彼 の民族誌標本の収集活動 は,現 地の人 び との生活全般

にわた っていた。つ ま り,「 野蛮」や 「未開」を表象 した り,キ リス ト教布教の成果

を示す もの としてのみ,人 び との生活 の中で用い られていた ものを収集 していた ので

はな く,当 時の西洋文化 の影響を示す器物 を も含 めて,実 に様 々な ものを集 めて い

る17も おそ ら く,ヒ ューゲル との出会 いが,ブ ラウソに大 きな影響 を与 えていたので
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はないだろ うか。

2英 国人類学 とブラウン

　 1870年,ジ ョソ ・ラボ ックほ 『文 明の起源 と人間の原始 的状態』を著 した。その中

で ラボ ックは,人 類 は人種 ・民族に関わ らず,そ の生物学 的 レベルにおいては単一的

存在 であ り,文 化 的相違を人類進化 の時間軸 の中に位 置づけて捉 えるとの立場を とっ

た。 ブラウソは1879年 に,デ ューク ・オブ ・ヨーク諸 島のポー ト・ハ ソターで 『文明

の起源』を読ん でい る。そ して,サ モア諸島のL.M.S.宣 教 師 ジ ョージ ・プラ ッ ト

George　 Prattへ こ の本を薦 め,自 分が14年 間 サモナ諸島に住ん でいる間 に,ラ ボ ッ

クの よ うな視 点か ら研 究 を行 わ なか った こ とを嘆 い た(Brown　 to　Pratt,4Apr.

1879)。 しか しプラ ッ トは,次 の よ うな批判的な返事を書いてい る。 ラボ ックの著書

の中で用い られている民族誌デ ータの不備は,デ ータ収集者 の不十分な言語能力に よ

る ものであ り,人 間 は時間の経過 とともに進化す るとの前提 も,時 として人間は堕落

し,神 の存在 とい う知識を失い迷信 に走 ることもある,と い う事実に対 して無知か無

視 に よるものである と18も

　 (1)ポ リネシアとメラネ シア

　 ブラウソは,14年 間 のサモア諸 島滞在 と,5年 間の ビスマーク諸島滞在で,民 族の

相違を社会 ・文化的に解 明する際 に,ポ リネ シア とメ ラネシアの文化 に関す る重要な

1次 資料 を提供 できると,こ の頃に悟 った と思われ る。実際,ブ ラウン以前の宣教師

では,サ モア諸島に38年 間住み,ニ ューヘ ブ リデス諸 島のタンナ島に1年 間滞在 した

LM.S.の 宣 教師ジ ョージ ・ターナーGeorge　 Turner19)を 除 いては,ポ リネ シアとメ

ラネ シアの両地域に長期 間にわた って居住 した者 は他 にはいなか った。

　東オセアニアと西 オセア ニアの相違点は,ク ックの航海の時にすでに認識 されてい

たが,ポ リネシアとメラネ シアの二つの地域 が,人 種的に民族誌 的に異な ってい るこ

とが明確 に概念化 され るのは,1830年 代 にな ってか らであ った。 そ して,そ れぞれの

地域の住民たちは,形 質的外 見,言 語な どにおいて比較 された。「肌 の色は さほ ど黒

くな く魅 力的なポ リネ シア人 と色が黒 く醜悪 なメラネ シア人」,「近似的な言語 が話 さ

れるポ リネシア と多様 な言語の メラネ シア」,「来客に対 し手厚 い もてな しをす るポ リ

ネ シア人 と反抗的 で敵対的 なメラネ シア人」 など,そ こには よ り好 ま しい存在 として

のポ リネ シア人像 が形成 され た(Thomas　 1997:133-150)。 言 語以外の両者の特徴付

けには,も ちろんキ リス ト教をは じめ とす る西洋文化の受容 の程度,と い う歴史的状
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況 にもとつ く価値判断が混入 していた ことは明 らかである。

　 ブラウ ソは,1877年 に 王立地理学会誌Journal　 of　the　R　oyat　Geographical　 Society　 '

に発表 した論文 の中で,次 の よ うに述べ てい る。 ニューアイルラン ド島民 の男性 の多

くは身長が6フ ィー ト以上あ り,強 健 で しなやかな身体 を持 ち,女 性 たちは若 い とき

に重い荷物を運 ばねば ならないため,成 長が阻害 されている。 しか しそ うした女性た

ちの中には,か わ いら しい顔立 ちを した者 もい る。 ニューブ リテソ島のスペイシ ャス

湾 岸 の住 民 は,近 隣 の島 民 と比 べ色 が よ り白 く,髪 の毛 も さほ ど縮れ て い ない

(Brown　 1877:145)。 また,サ モア語,フ ィジー語,デ ューク ・オ ブ ・ヨーク語,ト

ソガ語の語彙 を比較 し,そ れ らの類似性を指摘 している(Brown　 1877:146-148)
。 そ

れは同時に,当 時のポ リネ シア人 とメラネシア人の相違 に関す る定説 に疑問を投げか

け るもので もあ った。

　 (2)タ イ ラー との交流

　 1886年12月 に 開催 され た英 国 ・アイ ル ラン ド人類学会 の例会 において,エ ドワー

ド・タイ ラーはブ ラウソの発表 原稿 「パ プア人 とポ リネ シア人」を代読 してい る。 タ

イラーは1883年 に オ ックス フォー ド大学博物館の館長 とな り,そ の翌年か らは人類学

の講師を務 めていた。 ブラウンとタイ ラーの最初の接触 は,1881年 に ブラウンが貝貨

を タイ ラーへ贈 った ことに始 まる。 この貝貨 は ニュー ブ リテン島では 励 μ も しくは

taMbu,デ ュ ーク ・オブ ・ヨーク諸 島ではdivaraあ るいはdiwaraと 呼 ばれてお り,

マ ングローブ地帯 に産す るムシ ロガイを籐 の外皮を細長 く剥 いだ ものに通 してあ る

(Errington　 and　 Gewertz　 1995:54)。 こ の贈 り物 は,メ ラネ シア人に対す るポ リネ シ

ア人の卓越性 を受け入れていた英 国人類学に対す る,ブ ラウンな りの挑戦 であ った よ

うに見える。 タイラーは ブラウンへ の返事の中で,こ の貨幣は彼 ら島民 の粗野な生活

状況(rude　 condition)と 驚 くべ き対 照をな してい る,と まず述べ,島 民がマ レー人

との交易か ら貨幣を学んだ とい う証拠がないかを問い合わせてい る(Tylor　 to　Brown,

23Sept。1881)。

　 この頃すでに,タ イ ラーは ブラウソ以外の宣教師 とも交流 してお り,そ の成果は ブ

ラウンに とっても見逃せない ものであっただろ う。 フィジー諸島の ウェズ リー派宣教

師 フ ァイ ソンとソロモン諸島で伝道 に携わ っていた メラネシア宣 教団の コ ドリソ トン

Robert　 H.　Codringtonは,タ イラーと書簡 を交換 し,民 族誌 データ収集 の役割を担 っ

ていた。 また,コ ドリン トソは1883年 に 英国ヘー 時帰 国 した際に,オ ックスフ ォー ド

でタィ ラーの講義を聴講 してい る。 ブ ラウンもラボ ックの著作を読 んだだけでな く,
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こうした宣教師の学術貢献 にも刺激 され ていたに違いない。 また フ ァイ ソソとホ ウィ

トAlfred　 W.　 Howittに よ るオース トラ リアのアボ リジニに関す る研究 『カ ミラロイ

とクルナイ』(1880)も,フ ァイ ソソが 同 じウェズ リー派の宣教師 で,フ ィジー諸 島

に赴任 していた こともあ り,お そ らく早 い時期に,ブ ラウソは彼 らのこの研究 を読 ん

でいた もの と思われる。

　 そ して,ブ ラウンは1887年 に メ ソジス ト伝道協会の事務局長 に就任 してか らも,タ

イ ラー との通信 をは じめ,英 国学術振興協会 への出席(1888年),フ ロー レソス博物

館のキ ュ レーターであ るギゴ リHenry　 Gigholiと の交流(Gigholi　 to　Brown,4De-

cember　 1885;19　 Nov.1886;1Mar.1895;24　 July　1896な ど)と,伝 道協会 の要職 に

あ りなが らも人類学,博 物学において活発 な活動を続けていった。

　 1910年,ブ ラウンが出版 した 『メラネ シア人 とポ リネ シア人』は,タ イ ラーが中心

とな って編纂 した 「人類学調査手引 き」(Notes　 and　Queries　 in　Anthropology)に 基

づ き,ブ ラウンが ビスマーク諸島に滞在 しているときに調査 した データを用 いて書 い

た ものであ る(Brown　 1972:vi)。 彼 は その中で,食 人行為は 「半神聖 な儀式」 であ

り,死 者 の霊に対する義務を免れ るために行 うと述べ るな ど(Brown　 1972:140-1),

それ まで 「野蛮」を表 象す るもの としてのみ捉え られて きた行為を,民 族誌 の脈絡 の

中に置 き直 してい る。 この比較民族誌 を書 くにあた って,フ ィジー諸島の フ ァイ ソン

やポー ウェル,サ モア諸 島のプラ ッ ト,キ リウィナ島の プロ ミロウなどの宣教 師たち

か ら,ブ ラウンはデータの提供を受けていた。

お わ り に

　ジ ョージ ・ブラウソ(1835-1917)と エ ドワード。タイラー(1833-1917)は まさに

同時代を生き,一 方は民族誌データの収集 という一端に位置 し,他 方はその集積 と理

論化 とい うもう一方の端に位置していた。タイラーは学問のまさに中心に位置 し,世

界中に張 り巡 らしたネ ットワークの末端から彼のもとに民族誌 デ「タが送 られてき

た。 しか し 「肘掛け椅子」 とフィール ドを結びつけるには,「調査手引き」に従って

データを収集させ,後 に手紙のや り取 りで補足をするだけでは決 して十分 とは言えな

かった。現地に長期間滞在 し,現 地語を習得 した宣教師たちは,行 政官や短期間訪れ

て採集調査を実施する学者たちよりも,人 類学者のもとに送る民族誌データに関 して

高い信頼が置かれていた。しかし,彼 らが 「未開の迷信」を根絶することを使命 とし

ていたことにより,データがゆがめられる大 きな可能性を常に含んでいたことになる。
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　 1888年 と1898年 に トレス海峡調査隊を組織 した・・ッドンAlfred・C.　 Haddonは,民

族誌調査 実施 の緊急性を感 じ,珊 瑚礁の構造 と形 成過程 とい う本来の調査 の傍 ら,ト

レス海峡の物質文化 につ いて も調査 した。彼はその時に 「調査手引 き」を持参 してい

た ので あ る(Stocking　 1995:100)。 そ して,こ の調 査 隊 に 参 加 した セ リグマ ン

Charles　 G.　Seligmanと リヴ ァースWilliam　 H.　Riversは,「 フ ィール ドワーク」 に基

づ く研究をお こな う人類学老の育成に大 きな貢献を果たすのであ った。民族誌 デ ータ

が,人 類学者 自身の手に よって収集 され始 め ようとしていた。

　 バ ッ ドンの第1次 調査 隊が英国に帰国す る2ヵ 月ほ ど前の1889年2月,ブ ラウンは

シ ドニーで質問 リス トと1通 の手紙を受 け取 る。差 出人は,ジ ェームズ ・フレーザー。

フ レーザーはタイラーの 『原始文化』を読 んで感動 し,ケ ソブ リッジ大学 トリニテ ィ ・

カ レッジで学 んだ後,同 じカレッジの フェローとな っていた。手紙には,今 に も無 く

なって しまいそ うな慣習や迷信 を記録 してお くことの重要性が述べ られ,宣 教師をは

じめ とす る 「現場の人 び と」に よる調査実施 の緊急性が訴 えられ ていた(Frazer　 to

Brown　 g　Feb.1889)。
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ウ ンか ら オ ー ク ラ ン ド博 物 館 へ の 寄 贈 物 の リス トは,国 立 民 族 学 博 物 館 の ピ ー タ ー ・マ シ ウス
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注

1)　19世 紀後半に太平洋諸島で伝道活動に従事 し,モ ルガンやタイラーにデータを提供 しただ

　けでな く,理 論的にも少なからず影響を与えた宣教師にファイソソとコドリソトソがいる。

　ファイソソはブラウソと同じウェズ リー派に所属 し,1863年 に フィジー諸島に赴任 した。

　1871年 か ら4年 間はオース トラリアに住み,そ の間にモルガソの要請で,オ ース トラリア先

　住民の親族組織について調べ始めたのを契機 として,ク ラスとトーテムによる分類に関する

　集中的な調査 を実施 した。その成果は後にホウィ トとの共著 『カ ミラロイとクルナイ』

　 (1880)と して発表された。 コドリントソはメラネシア伝道団に所属 し,フ ァイ ソソとは

　互872年か ら1890年 まで手紙で連絡を取 り合った。 コドリントソが収集 した言語と民族誌に関
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　 す る デ ー タ を,1881年 に フ ァイ ソソが タイ ラーへ 送 った の を き っか け と して,コ ド リソ トソ

　 と タイ ラー の親 交 が 始 ま った 。 コ ドリソ トソが1883年,英 国 に一 時 帰 国 した と き,オ ッ クス

　 フ ォ ー ドで タイ ラ ー の講 義 を聴 講 して い る 。 彼 は1885年 に 『メ ラネ シ ア の諸 言 語 』,1891年

　 に 『メ ラネ シ ア人:人 類 学 と民 俗 学 に お け る研 究 』 を 出版 した 。 フ ァイ ソン と コ ド リソ トソ

　 の そ れ ぞ れ に よ る研 究 及 び両 者 の 関 係 と比 較 に つ い てはKuper(1988)とStocking(1987,

　 1995)に 詳 しい。

2)1795年 に設 立 され た ロ ン ドソ伝 道 協 会 の 創 設者 た ち は,出 版 され た ジ ェー ム ズ ・ク ッ クの

　 航 海 記 録 を読 み,バ ウ ソテ ィ号 事 件 の ウ ィ リア ム ・ブ ライ に話 を 聞 き,タ ヒチ 島 こそ 福 音 を

　 伝 道 す べ き異教 の地 と考 えた 。 そ して 設 立 の 翌年 に,30名 か ら な る伝 道 団を ダ フ号 で タ ヒチ

　 島 へ 派遣 した。

3)　 L.M.S.本 部 も伝 道 地 か らの 器 物 の収 集 に努 め,世 界 各 地 の宣 教 師 か ら送 られ て きた 器 物

　 は 伝 道 協 会 の 博 物 館 に 展 示 さ れ て い た(=オ ー ル テ ィ ッ ク1990:341-343;Thomas　 1991=

　 153-156)。

4)ジ ョー ジ ・ブ ラ ウ ン の 生 涯 に つ い て は,す で に 石 森 が 詳 細 に 紹 介 して い る の で(石 森

　 1988;1999b),こ こでは ご く簡 単 に ス ケ ッチす るだ け に と どめ て お く。

5)ベ ネ ッ トは オ ー ス トラ リア博 物 館 の初 代 館 長 を 務 め,1853年 か ら1874年 ま で は 同館 の理 事

　 を務 め て い た 。 そ の 間,1863年,1866年,1873年 に は 理 事 長 とな って い る(Strahan　 et　al.

　 1979:27,161)。

6)　 ダ ソ ク スは,ブ ラ ウ ンの 後 継 者 と して ビス マ ー ク諸 島 で 宣 教 活 動 を お こな い,1907年 に は

　 ブ ラ ウソ の後 を 継 い で メ ソジ ス ト教 会 の 事務 局 長 とな る。

7)　 クライ ソ シ ュ ミッ トは,ハ ン ブル クの ゴデ フ ロイ 博 物 館 の委 託 を 受 け,サ モ ア諸 島 で標 本

　 採 集 を して お り,こ の 点 で は ブ ラ ウ ソ とは ライバ ル で もあ った 。

8)　 ミュラ ー の も とに は,特 に ニ ュ ーギ ニア に赴 任 したLM.S.の 宣 教 師 か ら多 くの植 物 標 本

　 が送 られ て きた(Gunson　 1994:298)。

9)　 ヒ ュー ゲ ル は後 に フ ィジ ー諸 島 の 民 族誌 標 本 の収 集 家 と して 知 られ る よ うに な り,ケ ソ ブ

　 リッジ大 学 の考 古 学 人 類学 博 物 館 の キ ュ レータ ー とな る。

10)フ ィジ ー人 の 食 人 習 慣 は,白 檀 や ナ マ コを求 め て や って きた 船 員 や 捕 鯨 船 の乗 組 員 た ち に

　 よ って,19世 紀 前 半 に は す で に英 国 に も知 ら され て い た(橋 本1996:51)。 また,ウ ェズ リー

　 派 の 宣教 師 トー マ ス ・ウ ィ リア ム ズは,1835年 か ら1853年 ま で の フ ィジ ー諸 島で の 生 活 を も

　 とに 『フ ィジ ー と フ ィジ ー人 』(1858)を 著 し,そ の 中 で,人 間 の 堕 落 した 姿 と して フ ィジ ー

　 人 の 「食 人 」 「妻 の伴 死 」 「戦争 」 を記 述 して い る。

11)　 ラ ボ ッ クの 『文 明 の 起 源 と人 類 の未 開 的 状 態 』 は1870年 に,タ イ ラ ーの 『原 始 文 化 』 は

　 1871年 に 出版 され て い た。

12)　 ウ ォル タ ー は,旅 行 写 真 家 と して ヴ ィク ト リア とニ ュー ・サ ウス ・ウ ェー ル ズで 活 動 して

　 い た チ ャ ー ル ズ ・ウ ォル タ ー と思 わ れ る(Davies　 and　 Stanbury　 1985:248)。 ブ ラ ウ ソは,

　 デ ュー ク ・オ ブ ・ヨ ー ク諸 島 に 到 着 して か ら,妻 へ の手 紙 の 中 で次 の よ うに書 い て い る。

　 　 「ウ ォル ター 氏 の写 真 機 材 一 式 を 買 い取 った 。必要 な修 理 を施 した 後 で,練 習 す るつ も りだ」

　 　 (G.Brown　 to　L.　Brown,8Sept.1875)。 ブ ラ ウ ソが ウ ォル タ ーか ら写 真 機i材を 入手 した 経

　 緯 に つ い て は,ず っ と後 に な って か らブ ラ ウ ソが 講演 の 中 で触 れ てい る(Webb　 1995:60)。

13)　 「人 間 の 脚 あ る い は腕 の骨 」 を一 端 に使 用 した槍 は,食 人 習慣 が存 在 す る証 であ る との記

　 述 は,ブ ラ ウ ソは 日誌 の他 の 箇 所 で も繰 り返 して い る(Brown　 Journal,3Dec.1875)。 しか

　 し,野 林 の 分 析 に よ る と,こ れ らの骨 は人 間 の大 腿 骨 及 び 脛 骨 の ほ か,ヒ クイ ドリな どの大

　 型 鳥 類 の 脛 骨,カ ンガ ル ーな ど の大 型動 物 の 中足 骨 に 分 類 で き る とい う(野 林1999)。

14)　 ブ ラ ウ ソは 自伝 の 中 で,こ う して 入手 した石 灰 石 像 は1882年 の ガ ーデ ン ・パ レス の 火災 で

　 焼 失 した こ とを 述 べ て い るため(Brown　 1908:128),オ ース トラ リア博 物 館 へ送 られ た も の

　 と思 わ れ る。

15)1898年 の シ ドニー で の第7回 大 会 で,ブ ラ ウソは 研 究 発 表 を お こ な っ て い る。

16)チ ー ズ マ ソは 英 国 旧 ヨ ー ク シ ャ ー州 出身 。 幼 い 頃 に 両 親 と共 に ニ ュ ー ジ ー ラ ソ ドへ渡 る。

　 独 学 で植 物 学 者 とな り,1874年 に オ ー ク ラ ソ ド博 物 館 の キ ュ レー タ ーに 任 じ られ る。1923年

　 に亡 くな る まで この 職 に あ った 。

17)　 ブ ラ ウ ソの 収 集 の 意 図 に関 して は,Eves(1998)とRubel　 and　Roseman(1gg6;1998)の

　 論 争 が あ る。 ジ ョー ジ ・ブ ラ ウ ソ ・コ レ ク シ ョソ の中 に は,西 洋 文 化 との 接 触 を示 す 器 物 と

　 して,西 洋 婦 人 の帽 子 を 模 して コ コヤ シや パ ソダ ナ ス の葉 で作 った 帽 子 や,西 洋人 の姿 を刻

8④



林　　フィール ドからの手紙 と器物

　　画 した石 灰 入 れ な どが あ る(石 森 ・林1999:143-363;吉 田 ・マ ッ ク1997:167;169)。 ・

18)　 プラット か らの返 事 は,ブ ラウ ソが 彼 に 送 った1879年4月4日 付 け の 手 紙 を タイ プ し直 し

　　た'もの の後 ろ に,日 付 な しの ノ ー トと して タイ プ され て い る。 ブ ラ ウソは 自分 の研 究 のた め

　　に,こ の2通 の手 紙 の 内 容 を タ イ プ して おい た もの と思わ れ る。

19)　 ジ ョー ジ ・タ ー ナ ー は,1841年 か ら1859年 まで,タ ンナ 島 で の1年 間 を 除 い て,サ モ ア諸

　　島で 過 ご した。 そ の経 験 に基 づ い て,1861年tl=　 Nineteen　 years　in　Polynesia'〃zissionary　 lije,

　　travels,　and　researches　 in　the　islands{of　・the　PaCific.を 著 して い る6彼 は さ らに21年 間 サ モ ア

　　諸 島 の ウ ポル 島 に居 住 した 。
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